
大阪府版（2020年6月12日現在）

HIV陽性とわかった時、またエイズや性感染症について相談したり、情報が欲しい時、
大阪には相談できるサービスや支援があります。気軽にお問い合わせください。

HIV陽性とわかって間もない方

HIV陽性のゲイ・バイセクシャル男性

エイズに関する様々な相談をしたい方

ひよっこクラブ
HIV陽性とわかって間もない人のための

グループミーティング

HIV陽性とわかって間もない人同士が集い、安心できる
場所で情報や体験を話したり聞いたりする事で、これから
の生活のより良いスタートにつなげていくプログラムです。

 http: //www.hiyokkoclub.com /

エイズに関するご相談を電話で受け付けていま
す。｠お気軽にご連絡ください。　

エイズ予防財団
月曜～金曜／10：00～13：00、14：00～17：00（祝日は除く）

0120-177-812（無料）
※携帯電話からは、0 3-5259-1815まで（有料）

Cafe・Bar an opportunity
～ただのきっかけ～

HIV陽性のゲイ・バイセクシュアル男性がふらっと立ち寄れ
る場所。谷町6丁目駅から徒歩3分のところにあるお店で、
毎月第二日曜日14時～18時に開催しています。
注：月曜日が祝日の場合には第三日曜日

http://www60.atwiki.jp/anopportunity/詳細はこちら

 ［  南界堂通信第31号 編集後記 ］

水曜～日曜／17:00～22:00 （月・火曜 休館）
06-6361-9300
https: //www.dista.osaka/WEBサイトが

新しくなります！

住所：大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

MAP

HIV検査や性感染症などに不安がある方

性感染症について知りたい、相談や心配事がある、
そんな方はご相談ください。お話をお聞きし、一緒
に考えるお手伝いをします。電話相談と対面相談を
行っています。相談員にはゲイの人もいて安心です。

コミュニティ センター ディスタ

community center
dista

エイズ、性感染症について、気軽にご相談ください！

大阪全域 無料匿名検査場保健所 最寄り駅マップ

この資材は大阪市のMSM向け
HIV予防啓発広報紙作成事業で制作されました。

発行：MASH大阪
〒530-0027 大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

☎＆　 06-6361- 9300
ht tps ://www.d is ta .osaka
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季  刊

第31号

中
高
年
世
代
　 

の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
新
聞

エ
イ
ズ
対
策
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち

怒
り
と
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

陽
性
者
研
究
の
道
を
切
り
拓
く

M
A
S
H
大
阪
（
以
下
M
）：
井
上

洋
士
さ
ん
と
い
え
ば
、F

utures 

Japan

と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
H
I
V
陽
性
者

の
状
況
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

浮
き
彫
り
に
し
た
研
究
を
主
導
し

て
い
る
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
H
I
V
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
は
？

井
上
：
九
十
年
代
の
初
め
、
大
切

な
友
人
が
H
I
V
に
感
染
し
ま
し

た
。
当
時
か
ら
H
I
V
予
防
の
方

法
は
と
て
も
大
き
く
扱
わ
れ
情
報

も
そ
こ
そ
こ
あ
り
ま
し
た
が
、
感

染
し
て
陽
性
に
な
る
と
情
報
の
な

い
別
世
界
に
放
り
込
ま
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し
よ

う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す

ね
。
実
際
、
彼
は
日
和
見
感
染
症

の
ひ
と
つ
、
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ

ル
ス
の
網
膜
炎
を
発
症
し
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
の
病
院

が
「
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
」
と
診
療
を
拒
否
し
た
。
結

局
そ
の
友
人
は
失
明
し
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
患
者
に
と
っ
て
「
情

報
が
な
い
」
と
い
う
の
は
、
働
き

か
け
る
力
、
怒
る
力
す
ら
奪
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

M
：
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
何

を
な
さ
っ
た
？

井
上
：
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
エ
イ
ズ
N
G
O

を
訪
ね
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ど
の
N
G
O
も
「
こ
こ
に
資

料
が
あ
る
か
ら
、
好
き
に
コ
ピ
ー

し
て
い
い
よ
」
と
。
あ
と
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
校
（
U
C
S
F
）
の
図
書
館
に

も
通
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
「
好

き
に
コ
ピ
ー
し
て
い
い
よ
」（
笑
）。

そ
う
や
っ
て
大
量
の
情
報
を
持

ち
帰
り
、
仲
間
二
人
と
情
報
を
整

理
し
、
S
H
I
P（Stay H

ealthy 

Inform
ation P

roject

）
の
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
と
い
う
か
た
ち
で
発

信
し
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。
情
報

を
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
米

国
N
G
O
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
、
発

信
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
内

の
あ
る
病
院
の
医
師
に
監
修
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

M
：
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
発
行
に
か

か
る
費
用
は
？

井
上
：
賛
助
金
を
募
り
、
ま
た
ト

ヨ
タ
財
団
か
ら
の
助
成
金
を
も
ら

い
、
自
分
た
ち
で
編
集
と
デ
ザ
イ

ン
を
や
り
、
安
い
印
刷
所
を
探
し

て
、
九
十
七
年
く
ら
い
ま
で
年
三

〜
四
回
、
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の

頃
に
な
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
し
、
患
者
も
医
療
者
も
活
発

に
情
報
発
信
さ
れ
る
流
れ
が
で
き

て
き
た
の
で
、
S
H
I
P
の
役
割

は
果
た
せ
た
か
な
と
思
い
、
活
動

を
休
止
し
ま
し
た
。
た
だ
、
悔
し

い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分

ら
は
医
療
関
係
者
で
は
な
い
の
で
、

こ
う
し
た
情
報
を
医
療
機
関
に
い

る
患
者
ら
に
は
届
け
に
く
か
っ
た

の
で
す
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

一
念
発
起
し
て
母
校
の
医
学
部
健

康
科
学
・
看
護
学
科
に
学
士
入
学

し
た
ん
で
す
。
そ
し
て
看
護
師
の

免
許
を
取
り
、
H
I
V
治
療
の
国

の
拠
点
と
な
る
国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
（
当
時
）
の
エ
イ
ズ
治
療
・

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
A
C
C
）
で

働
き
は
じ
め
ま
し
た
。

M
：
薬
害
H
I
V
被
害
者
の
生
活

実
態
調
査
と
い
う
、
大
規
模
な
研

究
に
取
り
組
ま
れ
た
の
も
そ
の
頃

井
上
：
そ
う
で
す
ね
。
九
十
六
年
、

薬
害
裁
判
が
和
解
と
い
う
か
た
ち

に
な
り
、「
患
者
の
側
が
情
報
不

足
で
主
体
的
判
断
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
に
薬
害
H
I
V
は
発
生
し

た
」
と
、
我
々
の
S
H
I
P
の
活

動
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
た
原
告

団
か
ら
新
た
な
調
査
の
依
頼
を
受

け
ま
し
た
。
薬
害
被
害
者
の
方
々

の
生
活
実
態
を
調
査
す
る
と
い
う

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
長
期
的
あ
り

方
を
検
討
す
る
準
備
に
一
年
、
患

者
の
方
々
の
調
査
に
二
年
、
遺
族

の
方
々
の
調
査
に
三
年
、
そ
し
て

再
度
患
者
と
家
族
を
対
象
と
し

た
調
査
に
三
年
、
全
部
で
九
年

か
か
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、

東
大
の
大
学
院
で
健
康
社
会
学

を
専
攻
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

はF
u
tu
re
s
 J
a
p
a
n

に
も
活

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
活

実
態
調
査
の
結
果
は
分
厚
い
単
行

本
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

M
：
現
在
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る 

F
utures Japan

の
調
査
は
ど
の

よ
う
な
き
っ
か
け
で
？

井
上
：
二
〇
一
〇
年
の
日
本
エ
イ

ズ
学
会
で
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ラ
・
ト

ロ
ー
ブ
大
学
の
研
究
者
が
陽
性
者

対
象
の
研
究
発
表
を
さ
れ
て
、
こ

れ
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
ね
。

千
人
規
模
の
大
き
な
調
査
で
、
陽

性
の
人
た
ち
の
本
音
が
見
え
る
研

究
で
し
た
。
翌
年
同
大
学
を
訪
問

し
、
極
め
て
魅
力
的
な
調
査
研
究

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
日
本
で
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思

い
、
資
金
獲
得
が
で
き
た
の
で
、

今
ま
で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
て
み
て
、

特
に
研
究
者
と
行
政
と
の
連
携
と

い
う
点
で
は
「
日
本
に
は
ま
だ
ま

だ
壁
が
あ
る
な
ぁ
」
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

M
：
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※井上さんが起ち上げた「SHIP」は既に解散しています。横浜にあるコミュニティスペース「SHIP」と混同されませんように…

「大学時代の話だけ
でも2時間は語れま
すよ！」とハニカミなが
ら話す姿はまるでヤ
ンチャな少年のよう
でした。怒りに突き
動かされて活動を始
め約30年、意義の
ある歳の重ね方をさ
れてきたとてもステキ
な方でした。

編集部のコメント

●外出自粛要請に伴い自宅にいる時間が多い分、こ

れを機に断捨離にチャレンジしました。気持ち的にも

スッキリしましたが溜め込んでしまう性格なのでこの状

態をキープできるよう心がけたいなと思います。（伴仲）

●本紙が発行される頃には開催されましたが、6月7日

に青森レインボーパレードがWEB開催されます。昨年

に続き今年も一緒に歩きます。青森の街を思い浮か

べて。琵琶湖のほとりを。より良く生きるために。（泰平）

●仕事の会議が軒並みネット会議に移る中、skype、

ZOOM、teams･･･等々比べつつ使っています。そし

て、多くの人の雇用や経営、生活に甚大な影響が及

びつつあることに暗然となります･･･（大畑）

●前号で、病原体が発見されてから有効な薬が開発

されるまでの年月はハンセン病68年、結核61年、エ

イズ5年と書きました。新型コロナウイルス感染に効く

薬は、さて、どのくらいで登場するのか？（哲）
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エ
イ
ズ
を
め
ぐ
る
混
沌
の
時
代
、医
療
と
生
活
の
情
報
を
提
供
す
る

N
G
O「
S
H
I
P
」を
立
ち
上
げ
、そ
の
後
も
H
I
V
陽
性
の
人

た
ち
を
対
象
と
す
る
調
査
研
究
を
率
い
て
き
た
井
上
洋
士
さ
ん

（
順
天
堂
大
学
）に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

井
上
洋
士
さ
ん

放出 徳庵

至 木津

住道

野崎

四条畷

鴻池新田

京
阪
本
線

河
内
小
阪

河
内
永
和

布
施

八
戸
の
里

若
江
岩
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瓢
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松
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土
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道
明
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汐
ノ
宮

滝
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不
動

川
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富
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林
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富
田
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喜
志
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泉
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高
速
鉄
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栂・美木多

光明池
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弥
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萩
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狭
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京
都
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烏
丸

大
宮

西
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西
京
極

桂洛
西
口

東
向
日

西
向
日

長
岡
天
神

大
山
崎

水
無
瀬

上
牧

高
槻
市

西
山
天
王
山

嵐山

松尾大社
上桂

富田

総持寺

茨木市

南茨木

摂津市

正雀

相川

上新庄

阪急京都線

淡路

崇禅寺
南方

柴島

北千里

山田

南千里

千里山

関大前

豊津

吹田

下新庄

阪
急
千
里
線

十三十三

三国

阪急梅田阪急梅田

庄内

阪
急
宝
塚
線服部天神

曽根

岡町

豊中

蛍池

石橋阪大前

池田

箕面

牧落

桜井

至 

宝
塚

扇町

天神橋筋六丁目

北浜

日本橋

恵美須町

動物園前

長堀橋

天下茶屋

南霞町

今池

今船
松田町
北天下茶屋
聖天坂
天神ノ森

東
玉
出

塚西東粉浜

住吉
住吉鳥居前
細井川
安立町
我孫子道
大和川
高須神社
綾ノ町
神明町
妙国寺前
花田口
大小路
宿院
寺地町
御陵前
東湊
石津
船尾

浜寺駅前

西梅田

肥後橋

四ツ橋

花園町

岸里

玉出

北加賀屋

住之江公園

平林南港口南港東

フェリーターミナル

ポートタウン東

中ふ頭

トレードセンター前

コスモスクエア

ポートタウン西

千里中央

桃山台

緑地公園

江坂

東三国

新大阪

西中島南方

中津

梅田

淀屋橋

心斎橋

なんば

大国町

昭和町

西田辺

長居

あびこ

北花田

新金岡

なかもず

北
大
阪
急
行
線

天王寺
大正

弁天町

鶴橋

京橋

大阪上本町

※限られた紙面に配置する関係上、距離や間隔等は実際の比率と異なります。
※これらの情報を利用することによって生ずるいかなる損害に対しても一切責任を負いません。

：保健所最寄り駅

：ゲイタウン

御堂筋線
谷町線
四つ橋線
中央線
千日前線
堺筋線
長堀鶴見緑地線
今里筋線
ニュートラム
JR環状線
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国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
（
四

月
四
日
現
在
。
既
に
d
i
s
t
a
も

臨
時
休
館
）。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
番
組
に
（
い
つ
も

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
）
大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

の
白
野
倫
徳
医
師
が
出
て
お
ら
れ

て
、
若
年
層
で
も
急
に
悪
化
す
る

と
の
こ
と
で
、「
普
通
に
来
院
し
て

い
た
患
者
さ
ん
が
、
数
日
後
、
人

工
呼
吸
器
が
必
要
な
状
態
に
悪
化
」

と
い
う
例
を
紹
介
し
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
手
洗
い
、
消
毒
を
徹

底
、
不
要
な
外
出
は
控
え「
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」も
・・・「
自

分
も
感
染
源
か
も
知
れ
な
い
と
思

っ
て
行
動
す
る
」と
い
う
指
摘
に
傾

聴
。

　

そ
う
い
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
に
出
て

く
る
医
療
者
は
、
こ
れ
ま
で
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
診
療
に
あ
た
っ
て

き
た
医
療
者
と
も
重
な
る
感
が
し

ま
す
。

　

そ
れ
は
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

向
き
合
う

ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
私
た
ち

　

中
国
武
漢
で
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。「
不
要

不
急
の
外
出
自
粛
要
請
」
や
「
兵

庫
‐
大
阪
間
の
往
来
自
粛
要
請
」

を
国
や
行
政
が
呼
び
か
け
、「
非

常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
四
月
末
に
予
定
さ

れ
て
い
た
「
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
イ
ド
」、
五
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
H
I
V
検
査
会
を
兼
ね
た
大

型
イ
ベ
ン
ト
「
N
L
G
R
＋

2
0
2
0
」
の
開
催
中
止
が
決
定
。

そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
延

期
と
な
り
、
ゲ
イ
イ
ベ
ン
ト
か
ら

世
界
的
な
祭
典
ま
で
が
中
止
や
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状

況
の
中
、
ゲ
イ
バ
ー
や
ハ
ッ
テ
ン

場
を
取
り
巻
く
状
況
は
休
業
や
感

染
予
防
の
対
策
を
し
な
が
ら
の
開

店
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
苦
渋
の
決

断
を
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
人
か
ら

も
同
様
に
中
止
や
延
期
と
い
っ
た

対
応
を
伺
い
、
と
て
も
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
「『
来
て
ね
！
』
と
い
う
こ
と
も

『
来
る
な
！
』
と
い
う
こ
と
も
出
来

な
い
と
て
も
複
雑
な
心
境
で
し

た
。
当
初
私
も
軽
い
気
持
ち
で
い

ま
し
た
。
買
い
占
め
を
す
る
高
齢

層
、『
自
分
は
大
丈
夫
』
と
危
機
感

の
な
い
若
者
、
対
処
し
き
れ
な
い

政
治
家
。
キ
レ
イ
ご
と
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

早
く
収
束
す
る
に
は
『
他
人
へ
の

思
い
や
り
』
が
こ
の
国
に
は
一
番

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。『
う

つ
ら
な
い
努
力
』
よ
り
も
『
う
つ

さ
な
い
努
力
』
を
」
と
S
N
S
で

心
情
を
吐
露
し
て
い
る
の
は
堂
山

で
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
を
営
む
「
楽

都
」
の
マ
コ
ト
さ
ん
（
南
界
堂
通

信
六
号
「
男
朋
友
」
参
照
）。
営
業

時
間
の
短
縮
、
席
数
を
減
ら
す
、

入
口
の
ド
ア
を
開
放
し
て
の
定
期

的
な
換
気
、
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
、

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
を
心
掛
け
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
休

ん
で
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
営
業

は
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
非
常
事

態
宣
言
を
受
け
て
4
月
8
日
か
ら

臨
時
休
業
に
入
り
ま
し
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
お
客
さ
ん
は
来
な
く

な
り
収
益
が
な
く
な
っ
て
も
、
家

賃
、
お
し
ぼ
り
代
、
電
気
、
水
道
、

ガ
ス
、
地
域
の
組
合
費
そ
の
他
も

ろ
も
ろ
の
費
用
だ
け
は
毎
月
か
か

り
ま
す
。
毎
月
大
金
を
泥
棒
に
入

ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
ぇ
…
、

恐
ろ
し
い
で
す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
バ
ー
を
名
指
し
に
し
ま
す
け
ど
、

そ
の
他
の
お
店
や
交
通
機
関
の
方

が
混
み
合
っ
て
ま
す
し
、
逆
に
リ

ス
ク
は
低
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま

は
利
益
で
は
な
く
赤
字
を
減
ら
す

努
力
が
必
要
で
す
。
自
粛
し
つ
つ

も
短
時
間
で
も
開
け
ざ
る
を
得
な

い
で
す
し
、
こ
れ
が
続
く
と
食
べ

て
行
け
る
は
ず
な
い
で
す
ね
。
も

と
も
と
こ
の
辺
り
の
お
店
は
低
価

格
設
定
が
多
く
、
利
益
を
ガ
ン
ガ

ン
出
す
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い
の
で

細
々
続
け
る
し
か
な
い
か
と
思
い

ま
す
」
と
、
ミ
ナ
ミ
に
あ
る
バ
ー

の
マ
ス
タ
ー
は
苦
悩
さ
れ
て
い
ま

す
。
渦
中
多
忙
の
中
、
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
店
舗
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

四
月
十
一
日
の
時
点
で
、
ゲ
イ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
お
店
は
、
ハ
ッ

テ
ン
場
も
含
め
て
約
半
数
が
休

業
、
半
数
は
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

抱
え
な
が
ら
営
業
を
続
け
て
い
ま

す
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
、
他
国

で
の
出
来
事
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
中

だ
け
の
出
来
事
と
と
ら
え
て
い
た

こ
と
が
目
の
前
に
迫
り
、
静
け
さ

の
似
合
わ
な
い
街
に
静
か
な
夜
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
も
ち

ろ
ん
S
E
X
で
も
感
染
し
ま
す
。

キ
ス
だ
け
で
も
感
染
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
乱
交
や

複
数
で
の
S
E
X
も
厳
し
い
で
し

ょ
う
。
密
閉
・
密
接
・
密
集
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
、
夜
の
街
に
出

歩
か
な
い
よ
う
に
、
不
要
不
急
の

外
出
は
控
え
て
く
れ
、
そ
う
言
わ

れ
て
も
、
出
会
い
系
ア
プ
リ
を
開

け
ば
「
S
E
X
S
E
X
S
E
X
」

と
叫
ん
で
い
る
人
、
S
N
S
で
は

外
出
し
て
飲
ん
で
い
る
写
真
を
投

稿
す
る
す
る
人
。
や
り
た
い
気
持

ち
は
わ
か
る
一
方
で
、
自
分
の
行

動
が
誰
か
の
命
の
危
機
を
招
く
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
想
像
力
が
な

い
の
か
、
と
も
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。「
敵
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百

戦
殆
か
ら
ず
」
と
孫
氏
は
言
い
ま

し
た
。
人
は
敵
の
こ
と
は
よ
く
観

る
も
の
で
す
が
、
自
分
自
身
の
こ

と
と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
も

の
で
す
よ
ね
…

　

と
思
え
ば
、
そ
ん
な
行
動
を
と

る
人
達
を
鬼
の
首
を
取
っ
た
よ
う

な
顔
で
非
難
す
る
人
、
ハ
ウ
リ
ン

グ
し
て
い
る
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
晒
す
人
も
い
て
、
ま
る
で
怒
号

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
ほ
ど
色
ん

な
言
葉
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
飛
び

交
っ
て
い
る
の
に
、
実
生
活
の
部

屋
の
中
は
シ
ン
…
と
し
て
い
る
不

思
議
。

　

一
体
、
誰
の
た
め
に
、
何
の
た

め
に
、
こ
ん
な
に
我
慢
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
自
分

が
ダ
メ
に
な
り
そ
う
に
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
圧
力
を
感
じ

ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
歴
史
の
戸
口
に

立
っ
て
い
ま
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
し
て
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る

一
〇
二
年
前
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
。
戦
争
中
、
他
国
が
情
報
を
隠

蔽
す
る
な
か
、
ス
ペ
イ
ン
は
唯
一

感
染
動
向
を
情
報
公
開
し
た
た
め

に
風
評
被
害
に
も
苦
し
め
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
十
年
前
の
エ
イ
ズ
パ

ニ
ッ
ク
。
今
の
世
界
の
動
き
を
見

て
い
る
と
三
十
年
前
を
思
い
出
す

と
い
う
D
J
の
方
も
い
ま
し
た
。

人
種
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ッ
ク
ス
…
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
影
響
の
あ
っ
た
エ
イ
ズ

パ
ニ
ッ
ク
か
ら
わ
た
し
た
ち
は
多

く
の
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
感

染
症
の
流
行
に
伴
っ
て
、
そ
の
陰

で
脆
弱
な
層
が
被
害
に
あ
う
中

で
、
排
除
や
非
難
を
乗
り
越
え

て
、
な
ん
と
か
ウ
イ
ル
ス
と
共
に

生
き
る
方
法
を
模
索
し
て
き
た
の

が
私
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
現
在

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
わ

っ
て
加
熱
す
る
報
道
を
見
て
い
る

と
本
当
に
学
ん
で
こ
れ
た
の
か
、

疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
が
感
染
し
て
い
る
可

能
性
を
考
え
て
と
言
わ
れ
る
と
、

そ
ば
に
い
た
い
の
に
そ
ば
に
い
ら

れ
な
い
、
会
い
た
い
の
に
会
え
な

い
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
毎
日
だ

と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
家
に
い

て
と
言
わ
れ
て
も
、
一
人
で
不
安

に
思
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
で
き
る

の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
ド
イ
ツ

の
哲
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ

ー
は
言
い
ま
し
た
－「
愛
こ
そ
貧

し
い
知
識
か
ら
豊
か
な
知
識
へ
の

懸
け
橋
で
あ
る
」。
今
は
、
想
像

力
を
働
か
せ
る
と
き
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
誰
か
の
た
め
に
、
自
分
自

身
が
で
き
る
こ
と
を
、
積
み
重
ね

る
と
、
感
染
症
に
少
し
だ
け
強
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
日
常
が
、
形
を

変
え
て
、
戻
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
ま
た
い
つ
か
、
元
気

に
、
夜
の
街
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

（
町
登
志
雄
・
伴
仲
昭
彦
）

イ
ル
ス
感
染
症
が
（
今
の
所
）
治
療

法
の
な
い
感
染
症
で
あ
り
、
大
き

な
病
院
の
診
療
科
の
う
ち
、
こ
う

い
っ
た
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
感
染
症
を
専
門
に
取
り
扱
っ

て
い
る
の
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
だ
っ
た

か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
（
そ
れ
と
、

呼
吸
器
系
日
和
見
感
染
症
と
の
共

通
性
も
）。

　

ま
た
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
い
う

専
門
用
語
が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
感
染
経

路
を
探
索
し
て
予
防
に
つ
な
げ
る

手
法
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
で

も
実
践
さ
れ
て
き
た
疫
学
の
手
法

と
も
重
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
医
療
関
係
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
や

行
政
の
担
当
部
署
と
重
な
っ
て
い

る
部
分
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、「
こ
の
こ
と
で
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
診

療
も
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
く
、

ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
当
事
者
に
と

っ
て
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
を

考
え
る
と
通
院
し
に
く
い
状
況
で

（
事
実
、
院
内
感
染
の
報
道
も
。）、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
機
会
も
減
っ

て
い
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と

っ
て
は
大
問
題
」と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
感
染
症
に
よ
る
社
会
の
動
揺
は

最
も
脆
弱
な
層
を
撃
つ
」と
い
う
の

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
で
言
わ
れ
て

い
た
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
も
通
底
す
る

面
が
あ
る
か
も
…
…
と
思
っ
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
こ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス

が
入
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
休
校
に
伴
い
、

厚
生
労
働
省
は
子
ど
も
の
世
話
で

仕
事
を
休
ん
だ
保
護
者
向
け
の
助

成
金
を
新
設
し
た
が
、
風
俗
業
な

ど
で
働
く
人
は
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
。
支
援
団
体
は
見
直
し
を
求

め
た
が
、
厚
労
省
は
応
じ
な
い
構

え
だ
。

　

こ
の
助
成
で
は
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
雇
わ
れ
て
働
く
人
は

勤
め
先
が
日
額
八
三
三
〇
円
（
上

限
）
を
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
本
人
が

一
律
日
額
四
一
〇
〇
円
の
助
成
を

受
け
ら
れ
る
。
だ
が
要
件
で
は
「
暴

力
団
員
」
や
「
暴
力
主
義
的
破
壊
活

動
を
行
っ
た
団
体
に
所
属
す
る
人
」

な
ど
と
並
び
、「
性
風
俗
業
」
や
「
接

待
を
伴
う
飲
食
業
」
の
関
係
者
を
対

象
外
と
す
る
。」（
朝
日
新
聞
四
月

三
日
）

　

見
直
し
を
求
め
た
支
援
団
体
は
、

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
代
表
：
要
友
紀
子
さ

ん
）で
、
四
月
二
日
の
厚
労
省
宛
て

要
望
書
で
は「
風
俗
は
日
払
い
で
、

今
回
の
よ
う
な
事
態
に
よ
っ
て
収

入
が
激
減
し
や
す
い
仕
事
で
す
。

※この見直しまでの動きは、要さんがＷＡＮのホームページに寄稿しています。https://wan.or. jp/article/show/8868 「コロナ禍と差別～風俗業への支援金不支給見直しまでの奮闘裏話～」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
拡
大

コ
ロ
ナ
対
策
助
成
金
は

風
俗
業
は
除
外
？

ま
た
、
社
会
的
排
除
を
受
け
や
す

い
、
困
難
を
抱
え
る
親
た
ち
の
扶

養
の
躓
き
や
困
窮
を
軽
減
す
る
た

め
に
は
、
い
ま
子
育
て
を
し
な
が

ら
風
俗
で
働
い
て
い
る
人
々
が
求

め
る
支
援
を
国
が
提
供
す
る
こ
と

は
不
可
欠
」だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

厚
労
省
は
、
支
給
除
外
に
つ
い

て
「
公
金
を
投
じ
る
の
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
業
種
と
の
判
断
だ
」
と
説
明

し
た
そ
う
で
（
毎
日
新
聞
四
月
三

日
）、
こ
れ
っ
て
差
別
で
は
な
い
の

か
？
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
問

題
は
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

官
房
長
官
が
見
直
し
を
言
明
。
四

月
七
日
に
厚
労
省
は
「
風
俗
営
業
等

関
係
事
業
主
及
び
そ
の
雇
用
す
る

労
働
者
を
支
援
の
対
象
と
す
る
」
等

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
（
厚
労
省

Ｈ
Ｐ
）※
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語
り
合
う
会

文◉鬼塚哲郎
あと少しで定年を迎える大学教員。聖徳太子といえば
法隆寺。この機会にと、再訪しました。ウーム、梅原
猛が唱えた、「法隆寺は聖徳太子の霊を封じ込めるた
めに建立された」説、リアリティありと感じました。
あの、境内全体に何かしら霊気がみなぎっている感じ、
山岸凉子先生もきっと同じ想いだったのでは。でもそ
れは気高く、爽やかな霊気なのですね。そこは『日出
処…』に描かれた厩戸皇子とは少し違うのかも。因み
に、BLの最初の作品は山岸先生が一九七二年に発表し
た『ゲッシングゲーム』らしい。これは未読ですけれど

『日出処…』は全巻distaに揃っています。読んでね。

偉人伝
知られざ

る

元
祖
B
L
作
家
山
岸
凉
子
の
、

B
L
を
超
え
た『
日
出
処
の
天
子
』

山岸凉子
（漫画家／1947～）

　
初
め
て
『
日
出
処
の
天
子
』
を

読
ん
だ
と
き
、
文
学
も
含
め
て
、

主
人
公
た
ち
の
苦
悩
を
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
生
々
し
く
描
き
出
し
た
作

品
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
感
じ

た
。
少
女
漫
画
に
詳
し
い
友
人
に

そ
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
い
や
、
こ
の
作
品
は
日
本
の
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
だ
よ
」
っ
て
言

わ
れ
て
納
得
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
今
回
読
み
返
し
て
も
そ
の

印
象
は
変
わ
ら
な
い
。
「
嗚
呼
、

や
っ
と
終
わ
っ
て
く
れ
た

…
…
」
。
こ
れ
が
、
全
巻
読
み
通

し
て
、
頁
の
端
に
「
完
」
の
一
字

を
見
つ
け
た
と
き
の
率
直
な
感
想

ね
。
次
に
読
む
の
は
十
年
後
か
し

ら
（
生
き
て
る
の
か
し
ら
）
…
…
。

　
厩
戸
皇
子
（
の
ち
の
聖
徳
太

子
）
が
同
性
愛
者
だ
っ
た
と
い
う

大
胆
極
ま
り
な
い
設
定
な
ん
だ
け

れ
ど
、
超
能
力
者
で
も
あ
る
か

ら
、
話
が
人
間
界
の
枠
に
収
ま
ら

ず
、
魑
魅
魍
魎
の
跋
扈
す
る
、

ア
ッ
と
驚
く
世
界
が
展
開
す
る
。

も
う
一
人
の
主
人
公
、
蘇
我
毛
人

（
え
み
し
）
は
ま
っ
す
ぐ
な
性
格

の
ノ
ン
ケ
青
年
だ
け
ど
、
厩
戸
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
で
き
た
と
き
だ
け

連
れ
だ
っ
て
異
界
に
行
け
る
、
そ

ん
な
不
思
議
な
力
を
持
つ
。
し
か

し
毛
人
は
と
あ
る
高
貴
な
姫
君
に

一
目
惚
れ
し
、
そ
の
姫
と
添
い
遂

げ
る
こ
と
が
自
分
の
運
命
だ
と
考

え
る
に
至
る
。
こ
れ
を
阻
止
し
よ

う
と
す
る
厩
戸
。
こ
の
二
人
が
終

盤
近
く
で
対
決
す
る
場
面
は
圧
倒

的
な
力
で
読
者
を
な
ぎ
倒
す
。

　
考
え
て
み
る
と
、
な
ぎ
倒
さ
れ

る
よ
う
な
感
動
を
も
た
ら
す
の

は
、
男
同
士
の
愛
の
悲
劇
だ
か
ら

と
い
う
よ
り
、
支
配
と
自
立
と
の

あ
い
だ
で
揺
れ
動
く
二
人
の
魂
が

血
を
流
し
な
が
ら
格
闘
す
る
さ
ま

を
存
分
に
描
き
出
し
て
い
る
か
ら

だ
。
厩
戸
は
、
自
分
の
超
能
力
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
唯
一
の
存
在

で
あ
る
毛
人
に
身
も
世
も
な
く
惹

か
れ
て
い
る
。
毛
人
は
毛
人
で
、

超
能
力
ゆ
え
に
絶
対
的
な
孤
独
の

世
界
に
生
き
る
厩
戸
に
深
い
共
感

を
寄
せ
な
が
ら
も
、
姫
君
と
の
愛

を
成
就
す
る
こ
と
で
厩
戸
の
呪
縛

か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
。
読
者

は
そ
れ
ぞ
れ
に
感
情
移
入
し
つ

つ
、
二
つ
の
物
語
―
厩
戸
の
悲
恋

の
物
語
と
毛
人
の
葛
藤
と
自
立
の

物
語
―
を
同
時
に
生
き
る
こ
と
に

な
る
わ
け
だ
。
し
か
し
作
者
は
、

二
つ
の
物
語
の
い
ず
れ
か
に
読
者

が
肩
入
れ
す
る
こ
と
を
許
さ
な

い
。
或
る
と
き
は
厩
戸
の
切
な
い

情
に
、
ま
た
或
る
と
き
は
毛
人
の

葛
藤
に
共
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

そ
う
い
う
風
に
こ
の
作
品
は
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
「
待

て
よ
」
と
い
う
声
が
胸
を
よ
ぎ

る
。
も
う
一
人
の
自
分
が
い
う
、

「
こ
れ
だ
と
ま
る
で
物
語
や
小
説

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
み
た
い
だ

け
ど
、
こ
れ
漫
画
で
し
ょ
？ 

漫
画

な
ら
漫
画
と
し
て
語
ら
な
き
ゃ

ね
っ
」
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す

ね
。
物
語
や
小
説
の
キ
モ
が
、
読

者
が
文
字
記
号
を
イ
メ
ー
ジ
に
転

換
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
漫
画
の
キ
モ
は
、
コ
マ
割
り

さ
れ
た
場
面
を
読
者
の
意
識
が
つ

な
い
で
い
く
と
い
う
か
、
場
面
と

場
面
と
の
あ
い
だ
に
時
間
を
読
み

込
ん
で
い
く
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
、

時
間
を
読
み
込
ん
で
い
く
と
い
う

作
業
は
ア
ニ
メ
に
も
映
画
に
も
な

い
、
漫
画
特
有
の
も
の
だ
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ニ
メ
も
映

画
も
、
観
客
は
登
場
人
物
と
同
じ

時
間
を
生
き
る
。
し
か
し
漫
画
は

違
う
の
だ
。

　
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
山
岸

凉
子
の
奇
才
・
異
才
・
天
才
振
り

は
、
そ
の
冴
え
を
存
分
に
見
せ
つ

け
る
。
『
日
出
処
…
』
の
前
に
山

岸
先
生
は
『
ア
ラ
ベ
ス
ク
』
と
い

う
長
編
バ
レ
エ
漫
画
の
傑
作
を
発

表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
バ

レ
エ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
ノ
ン

ナ
・
ペ
ト
ロ
ワ
の
成
長
の
物
語
な

ん
だ
け
れ
ど
、
バ
レ
エ
の
専
門
家

か
ら
見
て
も
、
山
岸
の
描
く
バ
レ

リ
ー
ナ
の
手
足
の
振
り
は
完
璧
な

ん
だ
そ
う
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

『
日
出
処
…
』
で
は
コ
マ
割
り
の

大
胆
さ
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
激
し

さ
、
そ
し
て
線
描
の
繊
細
さ
が
際

立
つ
。
『
ア
ラ
ベ
ス
ク
』
と
は

ま
っ
た
く
違
う
日
本
画
の
世
界
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
と
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て

思
い
出
し
ま
し
た
。
『
日
出
処

…
』
が
出
版
さ
れ
て
ま
も
な

く
、
毎
日
新
聞
奈
良
支
局
の
記

者
が
「
法
隆
寺
が
山
岸
の
漫
画

に
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
い
る
」

と
い
う
趣
旨
の
記
事
を
捏
造
す

る
、
と
い
う
事
件
が
お
き
た
。

一
九
八
四
年
の
こ
と
ね
。
そ
の

記
者
さ
ん
、
「
聖
徳
太
子
は
同

性
愛
者
だ
っ
た
」
と
い
う
物
語

の
設
定
が
よ
ほ
ど
我
慢
な
ら
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
で
も

そ
の
記
者
さ
ん
は
き
っ
と
、
毛

人
の
葛
藤
と
自
立
の
物
語
、
繊

細
極
ま
り
な
い
日
本
画
的
漫
画

の
魅
力
は
見
落
と
し
て
い
た
ん

で
し
ょ
う
ネ
。

1

2

3

4

今回の出演者（カップル役）右：どすけ@o_m_a_n_u_s ／ 左：熊壱@kumaichijanaiyo
※描かれている内容は出演者の実体験ではありません。

第
十
二
回
は「
中
高
年
世
代
♂
♂
と
突
然
の
入
院
」を

テ
ー
マ
に
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
梅
田
政
宏
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
三
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。平
日
の
と
こ
ろ
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。今
回
は
二
つ
の

ケ
ー
ス
か
ら
考
え
ま
し
た
。

■
五
十
代
脳
梗
塞
発
症
の
ケ
ー
ス

　
脳
内
の
血
管
が
詰
ま
り
発
生
す
る

症
状
。
顔
の
片
側
、
片
方
の
手
足
の
脱

力
や
し
び
れ
。
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
と

い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
ず
話

せ
る
内
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
。
そ

し
て
動
け
る
内
に
家
の
鍵
を
開
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
L
G
B
T
で
あ
る
こ
と
で
救
急
車

を
呼
ぶ
の
に
躊
躇
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ま
ず
命
を
優
先
す

る
こ
と
。
懸
念
は
生
き
て
か
ら
の
問

題
な
の
で
そ
れ
か
ら
考
え
て
は
。

　
入
院
の
準
備
を
す
る
間
も
あ
り
ま

せ
ん
。
寝
巻
な
ど
病
院
で
必
要
な
も

の
は
借
り
ら
れ
ま
す
。
以
前
は
付
添

婦
を
雇
う
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
看
護
師
が
行
い
ま

す
。
医
療
費
が
高
額
に
な
り
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
後
か
ら

払
い
戻
し
で
き
ま
す
が
（
高
額
療
養

費
制
度
）
、
限
度

額
適
用
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い

れ
ば
医
療
機
関
で

の
支
払
額
が
抑
え

ら
れ
ま
す
。

　
後
遺
症
が
残
っ

た
場
合
。
介
護
保

険
が
使
え
る
の
は

六
十
五
歳
以
上
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
四
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
の
方
は

「
老
化
が
原
因
と

さ
れ
る
病
気
に
よ

り
介
護
等
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
」

に
介
護
保
険
が
使
え
、
脳
梗
塞
（
脳

血
管
疾
患
）
も
含
ま
れ
ま
す
。
要
介

護
認
定
申
請
は
退
院
す
る
ま
で
に
行

う
の
が
賢
明
で
す
。
ま
た
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
退
院
後
の
こ
と
を
相

談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
六
十
代
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の

ケ
ー
ス

　
股
関
節
の
中
で
大
腿
骨
の
骨
頭
付

近
の
頸
（
く
び
）
の
部
分
の
骨
折
で
、

寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ

う
で
す
。
原
因
と
し
て
、
高
齢
に
な

る
と
す
り
足
に
な
り
家
の
中
で
何
か

を
踏
ん
で
す
べ
る
、
じ
ゅ
う
た
ん
の

端
に
引
っ
か
か
る
、
冬
場
で
は
こ
た
つ

布
団
に
足
を
取
ら
れ
る
と
い
っ
た
さ

さ
い
な
こ
と
で
の
転
倒
が
多
い
よ
う

で
す
。
ま
ず
立
ち
上
が
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
一
人
暮
ら
し
で
室
内
に

い
る
時
だ
と
床
を
這
っ
て
電
話
に
た

ど
り
着
け
る
か
に
か
か
っ
て
き
ま

す
。
転
倒
し
な
い
た
め
に
床
に
物
を

置
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
骨

折
し
に
く
い
よ
う
に
骨
粗
鬆
症
の
予

防
も
大
切
で
す
。

　■
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
探
し
に
つ

い
て

　
比
較
的
大
き
な
事
業
所
だ
と
制
度

の
利
用
に
抜
け
の
無
い
対
応
が
で
き

る
よ
う
で
す
。
小
規
模
の
事
業
所
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
小
回
り
が
利
く

対
応
を
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
方
を

探
す
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
普
段
か

ら
考
え
て
お
く
と
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
最
後
に
d
i
s
t
a
だ
か
ら
聞
け
る

こ
と
は
と
の
質
問
に
、
H
I
V
陽
性

者
が
病
気
に
よ
り
寝
た
き
り
で
嚥
下

（
え
ん
げ
）
障
害
が
生
じ
た
ケ
ー
ス

で
抗
H
I
V
薬
を
一
か
月
ず
つ
粉
砕
す

る
対
応
が
で
き
る
薬
局
を
探
し
た
と

い
う
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

ひ
　
　
　
い
づ
る
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
し

［ 夏 号 ］ 2020年 6月12日発行 ［ 夏 号 ］ 2020年 6月12日発行

ア
ラ
フ
ォ
ー
か
ら
ア
ラ
カ
ン
世
代
の
皆
さ
ま
、

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！ 

「
あ
る
あ
る
」「
ド
キ
ッ
！
」「
ア
ラ
や
だ
ー…

」

と
い
っ
た
中
高
年
世
代
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
な
内
容
を
、

年
齢
や
個
性
も
バ
ラ
バ
ラ
な
作
家
さ
ん
た
ち
が

４
コ
マ
漫
画
で
つ
づ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
ト
ラ
ウ
マ
さ
ん
の
作
品
で
す
！

作家プロフィール◉トラウマ

Twitter ID：@tinkerhells（https://twitter.com/tinkerhells/status/1010581188128354304?s=21 ）
PIXV：https://pixiv.net/member.php?id=41305182

主にTwitterにて不定期で漫画を描いています。ゲイの闇にスポットライトを当てる内容がメインです。「Remini」という昔撮った写真
が綺麗になるスマホアプリがあります。中島みゆきの「時代」を聴きながら昔の写真を見返してみるのも良いものですよ！グッズ販売な
どもしていますので、是非ご笑覧ください。

※ブスに描かれてもいいという方 ※顔画像の確認が出来る方 ※配役アカウントリンクOKな方(配役は選べません) ※訴えない方
希望される方はTwitter経由でご連絡下さい。

あなたもトラウマ漫画に出ませんか？
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海外男街通信Colombia
■
き
っ
か
け

「
エ
イ
ズ
＝
死
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
三
十
年
経
っ
た
今
で
も
抱
き
続

け
て
い
る
人
は
少
な
か
ら
ず
い

る
。
で
も
実
際
に
は
ど
う
な
の

か
？
医
療
の
進
歩
や
治
療
薬
の
開

発
で
エ
イ
ズ
で
は
死
な
な
い
時
代

が
や
っ
て
き
て
い
る
。
死
な
な
い
と

い
う
事
は
未
来
が
あ
る
と
い
う
事
。

　
南
界
堂
通
信
の
読
者
の
皆
さ

ん
、
コ
ン
バ
ン
ワ
！
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

留
学
生
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
申
し
ま

す
。
大
阪
大
学
で
日
本
語
と
日
本

文
化
を
学
ん
で
い
ま
す
。
二
十
三

歳
で
、
出
身
は
首
都
の
ボ
ゴ
タ
で

す
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
大
学
で
副
専

攻
と
し
て
日
本
語
を
学
び
、
日
本

に
滞
在
す
る
の
は
二
回
目
。
以
前

名
古
屋
に
一
年
間
滞
在
し
て
い
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
人
口
四
千
九
百

万
人
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
で
は
メ

キ
シ
コ
に
次
い
で
人
口
の
多
い
国

で
す
。
日
本
と
違
っ
て
若
い
人
が

多
く
、
国
民
の
平
均
年
齢
は
三
十
一

歳
。
国
民
の
八
割
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
若
い
人
の
あ
い
だ
で
は
宗

教
離
れ
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
十
四
歳
の
頃
、
自
分
が
ゲ
イ
で

は
な
い
か
と
悩
み
、
心
を
閉
ざ

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
心
配

し
た
母
か
ら
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

行
く
よ
う
勧
め
ら
れ
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
ら
、
こ
う

言
わ
れ
ま
し
た
「
君
に
は
何
の

問
題
も
な
い
。
こ
こ
に
来
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
は
君
の
親
の

ほ
う
だ
よ
」
。
私
は
母
に
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
し
、
母
は
涙
を
流

し
ま
し
た
が
、
理
解
し
よ
う
と

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
十
五
歳
に
な
る
と
化
粧
を
し
た

り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
服
を
着
た
り
も

し
ま
し
た
。
当
時
す
で
に
ボ
ゴ
タ

で
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ

れ
て
い
て
、
自
己
表
現
の
機
会
に

は
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学

プ
リ
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ク
セ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

［ 夏 号 ］ 2020年 6月12日発行 ［ 夏 号 ］ 2020年 6月12日発行

そ
れ
は
そ
れ
で
素
晴
ら
し
い
事
だ

け
ど
、
H
I
V
陽
性
者
に
、
「
自
分

が
感
染
源
と
な
り
相
手
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い

う
不
安
か
ら
、
セ
ッ
ク
ス
や
恋
愛
を

諦
め
て
い
た
り
、
億
劫
に
な
っ
て
い

る
人
が
多
い
し
、
実
際
に
ボ
ク
も

そ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
と
て
も
目

を
疑
う
研
究
結
果
と
出
会
っ
て
し

ま
っ
た
ん
だ
。
投
薬
治
療
を
受
け

て
い
る
H
I
V
陽
性
者
と
陰
性
者

と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
感
染
率
を

調
べ
る
と
い
う
研
究
で
、
な
ん
と

感
染
率
が
と
て
つ
も
な
く
低
い
事

が
分
か
っ
た
ん
だ
。
「
H
I
V
陽

性
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
セ
ッ
ク
ス

や
恋
愛
諦
め
な
く
て
も
い
い
ん

だ
！
」
「
も
っ
と
積
極
的
に
な
っ

て
も
い
い
ん
だ
！
」
「
ボ
ク
た
ち

に
も
明
る
い
未
来
が
描
け
る
ん

だ
！
」
。
と
て
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
気

持
ち
に
な
れ
た
し
、
こ
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
研
究
結
果
は
多
く
の

H
I
V
陽
性
者
に
明
る
い
未
来
を

描
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
も
思
っ

た
。
そ
こ
か
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
「
U
＝
U
」
と
い
う
造
語

を
作
り
出
し
た
ん
だ
。
研
究
者
た

ち
に
は
、
研
究
結
果
や
そ
こ
か
ら

わ
か
っ
た
重
要
な
事
実
が
そ
れ
を

必
要
と
す
る
人
に
届
い
て
い
な
い

こ
と
を
伝
え
た
。
研
究
者
は
研
究

の
プ
ロ
で
あ
っ
て
、
結
果
を
周
知

す
る
プ
ロ
で
は
な
い
し
、
届
い
て

い
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
な

か
っ
た
。
で
も
、
そ
の
後
な
ん
と

「
U
＝
U
」
が
真
実
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
宣
言
を
作
り
上
げ
る
活

動
に
も
参
加
し
て
く
れ
た
ん
だ

よ
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
起
ち
上
げ
と
現
状

研
究
結
果
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
健

康
局
や
行
政
に
働
き
か
け
た
ん
だ

け
ど
、
「
エ
ビ
デ
ン
ス
が
不
明
瞭
な

研
究
は
信
用
し
が
た
い
」
と
突
っ
返

さ
れ
る
事
の
連
続
。
そ
れ
で
も
ボ

ク
は
諦
め
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

S
N
S
を
中
心
に
地
道
に
発
信
し

て
い
き
、
今
で
は
世
界
規
模
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
な
っ
て
は
い
る

け
ど
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
そ
の

も
の
は
た
っ
た
三
人
で
運
営
し
て

い
る
ん
だ
。
最
初
の
三
年
間
は
自

費
を
投
じ
て
展
開
し
て
い
た
ん
だ

け
ど
、
そ
ん
な
ボ
ク
に
嫌
気
を
さ

し
た
の
か
呆
れ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
当
時
付
き
合
っ
て
い
た
パ
ー

ト
ナ
ー
は
ボ
ク
の
元
か
ら
去
っ
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
（
笑
）
。
そ

れ
で
も
ボ
ク
は
何
か
に
突
き
動
か

さ
れ
る
よ
う
に
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
続
け
て
い
く
し
か
な
か
っ

た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
保
健
局
が
ボ

ク
た
ち
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
事
に
な

り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
行
政
や

N
G
O
も
ど
ん
ど
ん
賛
同
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。
英
語

圏
で
は
「
U
＝
U
」
と
い
う
言
葉
だ

け
ど
、
そ
の
国
の
言
葉
に
置
き
換
え

て
発
信
し
て
い
る
国
も
あ
る
の
で

「
K
＝
K
」
だ
っ
た
り
「
O
＝
O
」

「
H
＝
H
」
だ
っ
た
り
と
言
葉
は

様
々
な
ん
だ
。
賛
同
し
て
く
れ
て

い
る
団
体
の
活
動
は
S
N
S
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
拝
見
し

て
い
る
し
、
ボ
ク
た
ち
が
拡
散
す

る
こ
と
で
各
国
の
取
り
組
み
を
共

有
す
る
事
が
で
き
る
。
日
本
で
も

「
ぷ
れ
い
す
東
京
」
と

「
M
A
S
H
大
阪
」
の
二
団
体
が

賛
同
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
「
U

＝
U
」
を
広
め
る
事
を
目
的
に
、

セ
ク
シ
ー
か
つ
フ
ァ
ビ
ュ
ラ
ス
な

ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
や
S
N
S
を
最

大
限
に
活
か
し
た
ア
ピ
ー
ル
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
あ
な
た
方
の
活
動
に
は
敬
意

を
表
し
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
展
望

ア
メ
リ
カ
に
は
た
く
さ
ん
の
エ
イ

ズ
N
G
O
・
N
P
O
が
あ
る
ん
だ
。

こ
れ
だ
け
世
界
規
模
で
「
U
＝
U
」

が
広
が
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
U
＝
U
」
に
関
し
て
無
関
心
だ
っ

た
り
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
団
体

も
多
く
、
例
え
ば
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
一
番
大
き
な
エ
イ
ズ
N
G
O
の

H
P
に
は
「
U
＝
U
」
に
関
す
る
記

載
が
全
く
な
い
。
そ
う
い
う
団
体
に

対
し
て
「
「
U
＝
U
」
に
関
す
る
表

明
を
出
し
て
下
さ
い
！
」
と
し
つ
こ

く
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
の
で
、

「
面
倒
く
さ
い
ヤ
ツ
だ
な
！
」
と
煙

た
が
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

「
U
＝
U
」
は
H
I
V
陽
性
者
に

と
っ
て
と
て
も
有
益
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
っ
て
、
ボ
ク
を
嫌
っ
た
と
こ
ろ

で
仕
方
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね
。

こ
れ
か
ら
も
し
つ
こ
く
申
し
入
れ

は
続
け
て
い
く
つ
も
り
だ
よ

（
笑
）
。
既
に
賛
同
し
て
く
れ
て
い

る
あ
な
た
方
と
は
こ
れ
か
ら
も
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
活
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。

■
編
集
部
の
コ
メ
ン
ト

一
部
の
人
々
か
ら
は
嫌
わ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
彼
ら
の
活
動
を
評

価
し
て
い
る
著
名
な
方
々
も
た
く

さ
ん
い
て
、
親
し
み
と
敬
意
の
意

味
合
い
を
込
め
て
「
M
r
．
U
U
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
、
と
て
も
包
容

力
の
あ
る
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ッ
チ
マ
ン

で
し
た
。

こ
こ
2
、3
年
の
間
で
日
本
に
も
か
な
り
浸
透
し
て
き
た
「
U=

U
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

H
I
V
に
感
染
し
て
い
て
も
、ち
ゃ
ん
と
治
療
を
続
け
て
い
る
と
ウ
ィ
ル
ス

量
が
検
出
さ
れ
な
く
な
り
、そ
の
状
態
で
あ
れ
ば
相
手
に
H
I
V
を
感
染
さ
せ
る
事
は
な
い
と
い
う
、H
I
V
陽
性
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
ホ
ッ
ト
で
明
る
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
U=

U
」
を
広
め
る
べ
く
世
界
規
模
で
展
開
し
て
い
る
プ
リ
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ク
セ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
起
人
・
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ッ
チ
マ
ン
が
来
日
！ 

d
i
s
t
a
も
訪
問
し
て

下
さ
っ
た
の
で
交
流
会
を
兼
ね
た
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
！

プ
リ
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
ク
セ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
起
人

ブ
ル
ー
ス
・
リ
ッ
チ
マ
ン
さ
ん

に
入
っ
て
か
ら
は
舞
台
芸
術
を
専

攻
し
、
ゲ
イ
を
テ
ー
マ
に
し
た
舞

台
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
ず

ゲ
イ
の
人
た
ち
を
集
め
て
経
験
を

語
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
記
録
と
自

分
自
身
の
経
験
と
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
脚
本
を
書
く
。
演
出
も
や
り
ま

し
た
。
両
親
も
見
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
両
親
は
テ
ー
マ
が
何
か
も

知
ら
な
い
ま
ま
に
私
の
叔
母
た
ち

を
招
待
し
て
い
た
の
で
、
結
果
的

に
親
戚
中
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）
。

　
私
が
こ
う
し
た
表
現
活
動
が
で

き
る
背
景
に
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
解
放
運
動
が
コ
ロ
ン

ビ
ア
社
会
で
実
を
結
ん
で
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
動
は
七

十
年
代
に
始
ま
り
、
八
十
年
に

同
性
間
の
セ
ッ
ク
ス
が
合
法
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
は
戦
闘

的
で
、
圧
力
団
体
と
し
て
政
治

に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
ラ

テ
ン
の
文
化
に
は
こ
う
い
っ
た

戦
闘
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
に
は
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
の
権
利
を
認
め
る
判
例
を

憲
法
裁
判
所
が
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
運
動
は
続
き
、
二
〇

一
六
年
に
は
憲
法
裁
判
所
が
同

性
婚
を
認
め
る
判
例
を
出
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
続
い
て
南
米
大
陸
で
四

番
目
に
同
性
婚
を
認
め
る
国
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
の
ボ
ゴ
タ
市
長
は
レ
ズ
ビ
ア

ン
を
公
言
す
る
女
性
で
す
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
は
国
会
議

員
で
す
。
彼
女
以
外
に
も
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
国
会
議

員
が
複
数
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ド

パ
レ
ー
ド
も
多
く
の
大
都
市
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
ボ
ゴ

タ
で
は
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
北

部
と
南
部
に
分
か
れ
、
異
な
る

日
程
で
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
三
年
前
の
パ
レ
ー
ド
の

折
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

グ
ル
ー
プ
の
フ
ロ
ー
ト
を
め

ぐ
っ
て
も
め
事
が
あ
り
、
以
来

ト
ラ
ン
ス
女
性
は
独
自
の
パ

レ
ー
ド
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ラ
テ
ン
的
戦
闘

性
の
あ
ら
わ
れ
で
し
ょ
う
か
。

私
は
両
方
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
て
い
る
ん
で
す
。

　
人
口
七
百
五
十
万
の
ボ
ゴ
タ
に

は
チ
ャ
ピ
ネ
ー
ロ
街
と
い
う
ゲ
イ

タ
ウ
ン
が
あ
っ
て
、
小
さ
な
バ
ー

が
多
い
の
で
す
が
、“

T
h
e
at-

ron”

と
い
う
巨
大
な
ク
ラ
ブ
が
飛

び
抜
け
て
有
名
で
す
。
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
最
大
の
ゲ
イ
ク
ラ
ブ
ら
し

い
。
そ
ん
な
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
み

る
と
、
日
本
の
L
G
B
T
運
動
は
お

と
な
し
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。
パ

レ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
が
、
政
治
的

な
運
動
が
活
発
と
は
い
え
な
い
よ

う
な
…
…
で
も
日
本
に
は
日
本
の

歴
史
や
文
化
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
日
本
で
私
は
L
G
B
T
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
ど
う
生
成
さ
れ
て
き
た

か
を
研
究
し
て
い
て
、
d
i
s
t
a

や
そ
れ
以
外
の
い
ろ
ん
な
団
体
に

顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
研
究
が
ま

と
ま
れ
ば
d
i
s
t
a
で
も
発
表
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コロンビア

「絵を描く事が好きです！」と
いうサンティアゴ君。実際に
見せてもらうとビックリ！お絵か
き程度のレベルではなくアー
ティスティックなペン画でした！
（左の絵）distaにも飾ってい
るので興味のある方は是非
distaまで！

プライドパレードに参加した時のもの


